
Ｆｃ＝Ｆ0＋　

・段葺

施工業者　　　　・　　　　県板金工業組合の組合員　　　　　・　

２
・
　
仮
 
設
 
工
 
事

１．監督員事務所 規模　　※設ける（・１号　・２号　・　　　）　　・設けない (2.3.1)(表2.3.1) ９．せき板合板等の 塗装　・有（使用部位　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　・無 (6. 9.3)建築工事特記仕様書 　　材質等 材質　・南洋材合板    　　　（使用部位　　　　　　　　　　　　　　　） 1４２．工事用水 構内既存施設　・利用できる（※有償　・無償）　　※利用できない
・
　
左
　
官
　
工
　
事

１．防火材料 ※屋内の壁及び天井の仕上げ材は、防火材料又は建築基準法に基づき指定叉は認定を受けたもの。
　　　・針葉樹合板 　 　　　（使用部位　　　　　　　　　　　　　　　）・

２．仕上塗材仕上げ 種　類 呼び名 仕上げの形状等３．工事用電力 構内既存施設　・利用できる（※有償　・無償）　　※利用できないⅠ．工事概要 　　　※針葉樹複合合板　　 　（使用部位　　　　　　　　　　　　　　　）躯体 ・外装薄塗材Ｅ ・砂壁状　・着色骨材砂壁状
・ ・薄付け仕上塗材　　　・床型枠用鋼製ﾃﾞｯｷﾌﾟﾚｰﾄ（使用部位　　    　　　　　　　　　　　）１．工 事 名 ※評価名簿による。 　砂壁状じゅらく・内装薄塗材Ｅ

　　　　　製造所：１．埋戻し及び盛土 ・Ａ種　※Ｂ種　・Ｃ種　・Ｄ種 (3.2.3)(表3.2.1)２．工事場所 ・ゆず肌 ・凸部処理　 ※凹凸模様・複層塗材Ｓｉ
　　の種別 ・複層塗材Ｅ 耐候性　※３種　・　㎡ ・複層仕上塗材３．敷地面積

３
・
　
土
　
工
　
事

２．建設発生土の処 ※構外搬出適切処理　　　・構内指示の場所に敷きならし (3.2.5) ※複層塗材ＲＥ 溶媒　※水系　・溶剤系上塗材
　　理 ・構内指示の場所にたい積４．地域・地区の指定 ・複層塗材ＲＳ 樹脂　※アクリル系

・構外指示の場所に処分 10．コンクリ－ト打放 種別　・Ａ種（施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (6. 2.5) ・防水形複層塗材ＣＥ 外観　※つやあり　・つやなし５．建物概要
　　し仕上げ 　　　・　　　　　　・メタリック　　　※Ｂ種（施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）受 入 れ 施 設 名 受 入 れ 場 所 仮　置　場　所 備　　　考

棟　　　名　　　称 構　造　・　階　数 延 面 積（㎡） 備　　　　考 ・防水形複層塗材ＲＳ 防水形の増塗材　※行う
　　　・Ｃ種（施工箇所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）搬出調書等を提出する別途指示

１．鉄骨の製作工場 ※全構連、及鉄建協による下記区分以上の認定を受け、かつ監督職員の承諾する工場
７
・
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

　　・Ｈグレ－ド　　　※Ｍグレ－ド　　　・Ｒグレ－ド　　　・Ｊグレード (7.1.3) 耐風圧性 　気密性 　水密性 枠見込み（mm） 施工箇所種 別 (表16.2.1)１．試験杭 杭の本数　※　　・　セット (4.1.1)(4.5.1) １．アルミニウム製建具

４
・
　
地
　
業
　
工
　
事

1５　　・Ｓ類　　　　　　・Ａ類　　　　　　　※Ｂ類　　　　　　　・Ｃ類 ※Ａ種 Ｓ－４
杭の長さ　※　 Ａ－３ Ｗ－４ 　７０・監督職員の承諾する工場６．構造計算概要

・

建

具

工

事

Ｓ－５（外部に面する建具） ・Ｂ種杭の位置　※監督職員の指示する位置　　・図示
２．施工管理技術者 ・適用する　　　・適用しない (7.1.4)１）　　積雪荷重　積雪荷重 ２．既設コンクリ－ト 杭の種別等 (4.3.2) ・Ｃ種 １００Ｓ－６ Ａ－４ Ｗ－５

　　杭地業最深積雪量　　単位重量　 ３．鋼材の材質 (7.2.1) 表面処理　　　※Ｂ－１　　　・Ｂ－２（※ブラウン系　　　・ブラック　　　・ステンカラー）・遠心力鉄筋 ※高強度プレストレスト (表14.2.1)合計
杭 の 種 別 種類の記号 使　用　箇　所 規格等 屋内建具(節付)　コンクリ－ト杭 　コンクリ－ト杭

表面処理　　　※Ｃ－１　　　・Ｃ－２（※ブラウン系　　　・ブラック　　　・ステンカラー） (表14.2.1)・ＪＩＳ規格品 ※　ＪＩＳ規格　・有 ※無屋根勾配による積雪量の低減
　※１　種 ※　ＪＩＳ規格 ２．シャッター ・　軽量　　・　重量　　　・　耐風圧性能特殊荷重 　・無 　・有 規格・材質等 　・２　種 (表4.2.1)の規格に適合するもの

※　ＪＩＳ規格　・機械名及び荷重 （　　　　　　　　　　） ・　性能等　　(表16.9.1)３．自閉式上吊引戸装置・
（　　　　　　　　　　） セット長さ(m) (7.2.2) (7.12.5)４．高力ボルト 　※トルシア形高力ボルト 　・ＪＩＳ形高力ボルト 　・浴融亜鉛めっき高力ボルト

外　　径(mm)７．別途工事
ＡＯＱＬ　　　※ 4.0％　　　　・2.5％ (表7.6.2) (7.6.11) (7.6.11)５．溶接部の試験 検査水準　 　※第６水準　　　長期設計支持力

Ⅱ．建築工事仕様 試 験 の 種 別 試 験 箇 所 試験方法（ｔ／セット）
・超音波探傷試験 ※ 7.6.11(b)による ・図示溶　接　継　手 ・無　　・有（　　　　　１箇所／本当たり）
・放射線試験先 端 部 形 状 ・閉そく形　　・半開放形　　・開放形２．特記仕様
・マクロ試験

　１）項目は、番号に○印のついたものを適用する。
・技量付加試験

工法 (4.3.3)　２）特記事項は○印のついたものを適用する。○印がつかない場合は、※印のついたものを適用する。○印と※印のついた 1６ 塗 装 工 事
　・打込み工法　　　場合は、共に適用する。 (表7.10.1)６．アンカ－ボルトの　　保持及び埋込工法 　・Ａ種　　※Ｂ種　　・Ｃ種

※屋内の壁及び天井の塗装仕上げ材は、防火材料又は建築基準法に基づき　　　・打撃工法　　杭打機　油圧ハンマ－　　・ディ－ゼルハンマ－ 指定叉は認定を受けたもの。１．防火材料　３）特記事項に記載の（　）内表示番号は、建築工事標準仕様書の当該項目、当該図または当該表を示す。 (表7.10.2)　　・Ａ種　　※Ｂ種 無収縮モルタルの製造所：評価名簿による７．柱底均しﾓﾙﾀﾙ工法　　　・プレボ－リング併用打撃工法 ※日本塗装工業会の会員　・監督職員の承諾する業者または漆器協会組合３．資格者の配置 ２．塗装業者(7.12.3)
８．溶融亜鉛めっき　今回の工事を着手する際には、元請負業者又は下請負業者の中で１級建築施工管理技士を専任として配置すること。 材料溶融亜鉛めっき種別 種類 等級 最少板厚

※Ａ種 ２種 ＨＤＺ５５ ｔ＞４．５章 項　　　　目 特　　記　　事　　項
２種 ＨＤＺ４５ ｔ＞３．２　Ｂ種

１
・
　
一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

１．ビニル床シ－ト張り (19.2.2)1７ 記 号 厚さ(mm)種 類 色 柄 施 工 箇 所１．適用基準等 ２種 ＨＤＺ３５ ｔ＞１．６　Ｃ種
※無地 ※2.5

・

内

装

工

事

・発砲層のない ・ＮＭ　・ＮＦ素地ごしらえは、JISH9124溶融亜鉛めっき作業標準による。・耐震診断基準､改修設計指針 同解説（国土交通省住宅局建築指導課監修）
※ＮＣ　・ＮＯ　ビニル床シ－ト ・柄 ・　

厚さ(mm)　　※６０　　　・図示による　　　※材料は再生クラッツシャラン　 (4.6.3)
表19.2.1接着材　　・エポキシ樹脂系　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）２．発生材の処理 ・引き渡しを要するもの (1.3.8) 厚さ(mm)　　※５０　　　・　 (4.6.5)

８

・

　

防

水

工

事

工法　　　・突き付け　　　　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） (19.2.3)・指定副産物の搬出 １．アスファルト防水 種 別 保証年限 施 工 箇 所 　　　　　・熱溶接　　　　　施工箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）(4.6.6) 　　（責任施工）種　　　　類 受入れ施設名 受入れ場所 仮置場所 備　　　考 ・保護防水 ・ＢＩ－１　・ＢＩ－２ ※１０年
種 別 仕 上 げ の 種 類・ｱｽﾌｧﾙﾄｺﾝｸﾘ-ﾄ材 搬出調査等を提出 ・露出防水 ・Ｄ－１　　・Ｄ－２ ※１０年

※平滑仕上げ ・防滑仕上げ ・つや消し仕上げ・屋内防水 ・Ｅ－１　　・Ｅ－２ ※１０年・ｾﾒﾝﾄｺﾝｸﾘ-ﾄ材 する。
５
・
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

(5.2.1)
１．鉄筋の種類

・厚膜流し展べ仕上げ（※平滑　　・防滑）種 別 呼び径　（mm） ※薄膜流し展べ仕上げ・断熱工法の断熱材　厚さ　※２５　　　　ただし、特定フロンを含まないもの・建設発生木材 ・エポキシ樹脂塗り床材(9.2.3) ・樹脂モルタル仕上げ（※平滑　　・防滑）D10･D13･D16 ・防滑仕上げ・ＳＤ２９５Ａ ・脱気装置  ・設ける　　材種（　　　）　　設置数量（　　箇所／㎡）
・指定副産物以外の搬出 (9.2.2) アスファルトの種類　　　　　　※３種　・４種　・ＳＤ３４５　 D19･D22･D25
　　※構外搬出適切処理　　　・　 異形鉄筋 専門工事業者　　　　　県防水工事協同組合員又は監督職員の承諾する専門工事業者・　　　　　　
※現場説明書による　　　　３．施工条件 (1.3.5) ２．合成高分子 (表9.4.1)種  別 厚さ（mm） 仕上げ塗料塗り 使用分類施工箇所(5.3.4)

　　ルーフィングシート２．鉄筋の継手※現場説明書による　　　　・４．概成工期 (1.2.1) ・Ｓ－Ｍ１ ※ ・シルバー ※非歩行 1 .５  接 合 方 法 径　（mm）
　　防水

 1 .５  ・Ｓ－Ｍ２ ※ ・カラー ・軽歩行D10､D13･D16・重 ね 継 手５．電気保安技術者 ※適用する　　・適用しない (1.3.3) 　　（責任施工）
・ガ ス 圧 接 ※呼び径18mm以上の主筋 ・　風圧力に対する検討･　　風速(Ｖ0)= 地表面粗度区分=６．技能士 下記の適用工事種別中○印のついたものは適用する。○印のついてないものは適用 (1.5.2)

(表9.5.1)するよう努力する。 ３．耐久性上不利な (5.3.5) ３．塗膜防水施 工 箇 所 等 表5.3.6に加える寸法（mm） 施工箇所 仕上げ塗料塗り種  別適用工事種別 　　箇所の鉄筋のか 　　（責任施工）※柱、梁、壁、庇などの外気に接する打放し面 ※10 ・シルバー　　・カラー・エポキシ系　　鉄筋工事（・鉄筋施工）　　コンクリ－ト工事（・型枠施工） 　　ぶり厚さ
・ ・ ・シルバー　　・カラー・ウレタン系　　鉄骨工事（・とび）　　ブロック工事（・ブロック建築）

４．杭頭補強の方法 既成コンクリ－ト杭　　・Ａ形　　※Ｂ形 別図(1.1)
　　・シーリング防水工事作業）） 石工事（・石材施工　）　タイル工事（・タイル張り）　木工事（・建築大工　）

５．最上階柱頭補強 ※行う　　　　・行わない　　屋根及び樋工事（・建築板金） 金属工事（・内装仕上げ施工（鋼製下地工事作業））　　
　左官工事（・左官）　　建具制作（・木製建具制作）　　建具工事（・サッシ施工　・ガラス施工） タイプ 耐火性能 防水性能６．壁開口部の補強 一般壁　　※Ａ形　　・Ｂ形　　・図示 方位別図(4.2) (表4･3) １．耐震スリット1８

・
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　　塗装工事（・塗装） 内装工事（・内装仕上げ施工　・プラスチック系床仕上げ工事作業　・ボード仕上げ 耐震壁　　※Ｂ形　　・図示 ・垂直方向 ・有り※完全　（全貫通型）スリット ・耐火型
　　工事作業・表装　）　　植裁工事（・造園）　　瓦葺き（・瓦葺き）

・水平方向 ・非耐火型 ・無し７．梁貫通孔の補強  補強形式　　・Ｈ形　　・Ｍ形　　・ＭＨ形　　 別図(7.1)
　　　　　　・評価名簿による。７．建築材料等 過剰包装はしない。 内壁（幅＊深さ）目地 外壁（幅＊深さ）

本工事に使用する建築材料等は、設計図書に規定するもの又はこれらと同等以上のものとする。 (5.4.9) (5.4.10) 目地材 シーリング材（見え掛かりのみ） シーリング材（内外とも）ただし、同等以上とする場合は、監督職員の承諾を受ける。
※２０＊１０　・　目地寸法（mm） ※２０＊１０　　・　割付、形状、寸法、目地形状　　　※図示による。 床用石材　　　　　　　　※２等品　１．天然石張り 石の品質

６
・
　
コ
ン
ク
リ
｜
ト
工
事

８．特別な材料の工法 建築工事共通仕様書に記載されていない特別な材料の工法は、当該製品の指定工法のよる。 (6.1.4)１．設計基準強度 普通コンクリ－ト (20.2.2)(10.2.1) 製造所Ｆ0(Ｎ/ｍ㎡) 壁及びその他の石材　　　※１等品　施 工 箇 所 ９

・
　
石
　
工
　
事

2．フリーアクセス　９．事務処理 　　県営繕工事監督事務処理要領（　　　県土木部営繕課制定）による。 施工箇所 構法 設定高さ（mm） 適用地震時水平力 表面仕上げ材※２１ 躯体 石の種類・表面仕上げ (表10.2.1) (表10.2.2)
　　フロアーまた、工事実績情報の登録対象（請負金額 2,500万円以上）になった場合には速やかに登録する。 (1.1.4) ・パネル構法 ・　 ・１．０Ｇ　 ・帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ１８ 無筋コンクリート、捨コンクリート 施工箇所 種類 産地 仕上げの種類

・溝構法 ※５０未満 ・０．６Ｇ ・タイルカーペット
10．施工図等の取扱い 施工図の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は、発注者に移譲するものとする。 ・　粗磨　・　水磨※地場産・国産・海外産・ ・パネル構法 ・１．０Ｇ　 ・帯電防止ﾋﾞﾆﾙ床ﾀｲﾙ・　

・０．６Ｇ・溝構法 ・タイルカーペット※５０未満11．技術検査 監督職員の指示による。 (1.6.2) (6.1.3)

２．コンクリートの種類 種類 適用箇所12．仮組等の実施 監督職員の指示による。 (7.3.9) 表面仕上げ材の品質・規格等は、１９章､内装工事による

スロープ及びボーダー　　　　※製造所の標準仕様　　・図示(6.13 )13．自主管理 ・監督職員の指示する工種については、請負者の自主管理とし、その管理手法を施工計画書に記載して承認を得ること。 １．陶磁器質タイル・マスコンクリート 1０ き じ 釉薬 役 物 色
　コンセントの箇所数は図示施工箇所 備　　考 コンセント等の取付け対応　　※製造所の標準仕様（コンセント本体は別途設備工事）形状寸法なおISO9000シリーズ（JIS Z9900シリーズ）ISO14000シリーズ（JIS Q14000シリーズ）の規格取得者は、 (6.14 )・無筋コンクリート 磁器 せっ器 陶器 無釉 施釉 有 無 標準 注文・図示

・
　
タ
 
イ
 
ル
 
工
 
事

その旨を施工計画書に記載すること。 ※対応品又は工場加工品（施工箇所は図示）配線用取り出し用開口段鼻 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・(6.15 )・高い強度のコンクリート
 14．建設機械 下記の※のついた建設機械については「排出ガス対策型建設機械指定要領」（建設省）の ・有り（※固定式　・可変式：施工箇所は図示）空調用吹出しパネル ※無し・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

(6.16 )・流動化コンクリート指定機械を使用するよう努力する。 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ 製造所　　　　評価名簿による
※ブルドーザ　　※バックホウ　　※トラクターショベル　　・ダンプトラック　　・クレーン　　・舗装機械　　 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ (20.2.12)種別　　※Ⅰ類　　・Ⅱ類 (6.1.5)(表6.1.1)３．レディ－ミクスト 3．ブラインド 形式 スラットの材種 スラットの幅（mm）・空気圧縮機　　・発電機　　・溶接機

　役物：標準曲がりの役物は一体成形とする 　タイルの見本焼き　　　※行わない　　　・行う　　コンクリ－ト ※横形 ※アルミニウム合金 ※２５　　・　
15．工事写真 　※せっ器質タイルの原料は凍害防止のため、せっ器粘土100％とし、焼成温度1200℃以上とする。 (10.2.1)・縦形 ・アルミスラット ・クロススラット ・８０ ・１００

なお、表中サービス版写真についてはデジタルカメラ等の電子媒体によるもの(640x480以上)でも可とする。 種類　　※普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種 (6.3.2)４．セメント 　・磁器質タイルの原料は、再資源化製品とする。（・下水汚泥再利用品　・ガラス再利用品）
・市販品（アルミニウム製　　押出し型材）4．ブラインドボックス撮影時間 分類・規格 撮影枚数 提出部数 原版の大きさ(mm) 　　備　考 (表11.3.2)２．壁タイル張りの工法 　内装タイル　※壁タイル接着剤張り　・改良積上げ張り　　　　・高炉セメントＢ類　
　溝幅＊深さ（　）mm　※９０＊１５０　・１５０＊８０　・１２０＊８０　・　着 工 前 ｶﾗ-ｻ-ﾋﾞｽ判等 必要枚数 １部 ﾈｶﾞは請負業者保管 　　及びカーテンボックス　外装タイル　・密着張り　　　　　　　・マスク張り 。　タイルの試験張り　　　※行わない　　　　・行う普通ポルトランドセメントの品質は、JISR5210に示された規定の他、次の規定に適合しなければならない。

施 工 中 ｶﾗ-ｻ-ﾋﾞｽ判等 必要枚数 １部 24×36以上 　色　彩　　　　　　　※Ｂ－１　・Ｂ－２（※ﾌﾞﾗｳﾝ系　・ﾌﾞﾗｯｸ　・ｽﾃﾝｶﾗｰ）ただし、無筋コンクリートに用いる場合を除く。（５年間）
ｶﾗ-ｻ-ﾋﾞｽ判等 必要枚数 １部 11 ・人工木材　　　　　　　　　・木材の含水率（構造材　・下地材　・Ｂ種　※Ａ種）1、　木材の種別 材　質　　　アルミニウム製 (20.2.3)完 成 時 352J/g以下7d 5．可動間仕切55×82以上ｶﾗ-四ツ切判 １枚 ※１部　・　部 額(39×33㎝)に収納 水和熱

・

木

工

事

※・造作材の等級　　　（　Ａ種　　・Ｂ種　※県木材協組連合会品質保証材） (表12.2.2) 製造所　　　評価名簿による402J/g以下 28d
PCｶｰﾄﾞ等 必要枚数 ※１部　・　部 1280x1024 以上

(表12.2.3)２．樹種 ※　　県産材を使用するよう努力すること。全アルカリ 0.75％以下 算出はJISR5210ポルトランドセメント（低アルカリ形）による。
．誘導用及び6． 屋内　　塩化ビニル製　　・　磁器叉､石器質タイル（　300角、・150角）行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　 ※　　　　塩素 0.02％以下 ４．防ぎ処理

　　　  注意喚起用床材 屋外 　・　磁器叉､石器質タイル（　300角、・150角）行う箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　　　　　５．防虫、防腐※Ａ (6.3.3) (6.5.4)５．砕石・砂利 16．竣功図書 建築図面作成要領等（　　　土木部営繕課制定）により下記の通り提出する。
※監督職員の承諾する材料 7 雪下し表示板 アクリル樹脂製、市販品、文字記入共※６．見えがかり材・Ｂ（※コンクリート中のアルカリ総量Ｒt＝3.0kg/m以下）砕石・砂　の種類

ファイル 縮小図(A3) 原　図 提出時期種類 ・フェロニッケルスラグ細骨材 (13.2.1) ※耐食性ポリエス樹脂使用の接着系アンカー　　・　　12 8．あと施工アンカー１．長尺亜鉛めっき等 葺 形 式 材 料 厚さ（mm）区分
・
　
屋
根
及
び
と
い
工
事

全数打音検査及び現場引抜検査を行う。※規格番号　鋼板葺（責任施工） 使用部位規格番号 ・0.35・構造計算書 一式 ※混和剤　　　　　　・混和材　　　　　　　　・無収縮混和材 (6.3.5)６．混和材料の種別
塗装ガルバリウム鋼板 　屋根用・ メーカ規格 ＊0.4※変更設計図 製本１部 １部 設計変更時

※2.2以上　 ・ (6.2.2)７．普通コンクリートの ポリ塩化ビニール被覆金属板 ＳＧのＡ種JIS K6744・ ・0.5※完　成　図 製本２部 １部 完　成　時
気乾単位容積質量 JIS G3320・ 塗装ステンレス鋼板一式※保全資料 完　成　時

普通ポルトランドセメント、混合セメントのＡ種 (表6.4.1)(6.4.5～6.8.4) (6.12 )８．気温によるコンク
３０ｍ/S風圧力に対する検討･　　風速(Ｖ0)=・保証書　　材料　・　　　　　　年　　　　施工　※５年　・　１０17．設計図のコピ－ ※設計図の青焼き(A-1判)を　　　部作成する。　（内　　　部を製本し提出する）２ リ－ト強度の補正

イ コンクリート強度の補正期間・ ※還元炎処理品とする。　　・ＪＩＳ製品 (13.5.1)２．瓦　　リ－ト２※縮小図の白焼き(A-3判)を　　　部製本し提出する。

18．設計地盤高 ・図示　　・前面道路中心　　※監督職員の指示による。
(14.2.3)(表14.2.2)

１．鉄の亜鉛めっき19．責任施工 特記事項中、責任施工の指示あるものは請負人及び専門工事業者（防水工事においては所属する組合又は
表面処理方法 種　別 施　工　箇　所1３材料メ－カ－を加える）の連帯責任とし、保証書を提出する。

・
　
金
　
属
　
工
　
事

溶融亜鉛めっき ・Ａ種
20．特定元方事業者の 本工事の請負者を労働安全衛生法第３０条第２項に基づく特定元方事業者に指名する。

・Ｂ種　　指名

２．軽量鉄骨天井下地の 屋外の天井ふところが1.0m未満の補強設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督職員の承諾を受ける。
　　補強 ※14.4(g)による補強　　　・図示

床　　＊アルミ既製品（600×600）　箇所　・　３．改め口 天井　＊アルミ既製品（600×600）　箇所　・　

・ステンレス（SUS304）　　　型　幅 4mm×厚 12mm　４．異質床の見切 ※ステンレス（SUS304）　　　型　幅40mm×厚2.0mm　

５．ｱﾙﾐﾆｳﾑ製ｴｯｼﾞ材 ・　材料　　・　75タイプ　　表面処理、・Ａ-1　　・　Ｂ-1

・

※適用しない

検査方法　　・引張試験　　　※超音波探傷試験

　　　　　　　工事

２

防湿層の適用及び範囲　  ・ 適用する

８．圧接完了後の検査

2. 合成樹脂塗り床

３．鋼管杭

(19.9.2)
種　　別 品質等施工箇所 厚さ（mm）

※２５・押出法 ※２種ｂ ・屋根スラブ下 特定フロンを使用しないもの
・　　ポリスチレン

　フォーム ※３種ｂ ・土層接地スラブ下面 ※２５ 　　　　　　・　　　
・　　保温板 （皮付き） ・　　

・ポリウレタン塗り床材

先端羽付鋼管杭（φ267.4）

（　　　）㎝＊（ 　 ）Ｎ／㎡／㎝＝　（　　　）Ｎ／㎡

温度補正

・防水形複層塗材ＲＥ

30

　　値及び暑中コンク

標準仕様書6.4.5及び表6.4.1による

　　防水工事（防水施工（・ウレタン防水工事作業　・合成ゴム系シ－ト防水工事作業　・シート系防水工事作業　

・平葺（縦）

１A．構造体ｺﾝｸﾘｰﾄの
　　　強度

21．設備工事との取合い

・　方法、日時等監督職員と充分に協議する事。 (1.3.6) 22．品質管理

(1.3.7) 23．施工中の安全確保

及環境保全

30．交通安全管理 (1.3.9)

建築基準法、労働安全衛生法、その他関係法令等の定めるところによる。

気象予報又は警報等について、常に注意を払い、災害の予防に努める。

工事材料、土砂等の搬送計画及び通行経路の選定その他車両の通行に関する事項について、関係機関と

十分打合せのうえ、交通安全管理を行う。

４．地盤改良

５．砂利地業

６．均しｺﾝｸﾘｰﾄ地業

７．床下防湿層

１．図面及び特記仕様に明記がない事項は、すべて国土交通大臣官房官庁営繕部監修公共建築工事標準仕様書（平成25年版）および
建築木造工事標準仕様書（平成22年版）・公共建築改修工事標準仕様書（平成25年版）による。

(　３Ｎ又は６Ｎ／mm2　)

※建築工事標準詳細図（国土交通大臣官房官庁営繕部監修　平成22年版）

１．縁石、側溝 (表22.9.1)・　側溝　寸法1９

・
舗
装（

　
外
構
　）

　
工
事

・　通路　Ａ種､　　(表22.10.1)２．砂利敷き

・　建物周囲､その他　Ｂ種、　

・光触媒塗装

150 4500

150ｘ60

５．ガラスブロック ・　厚さt=95　　　　・　寸法　　190x190　　　・　目地色

４．ステンレス製建具 ※ＨＬ仕上げ ・鏡面仕上げ

※普通曲げ （16.5.5）

（16.5.4）

２）曲げ加工 ・角出し曲げ

１）表面仕上げ

　構造図による

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

（建築工事特記仕様書）

富山県魚津市六郎丸　地内

コンクリート造 地下1階地上１階 　Ａ=67.69㎡

電気盤：1.3ｔ
遮断弁：3.4ｔ

壁、軒先、軒裏

　大きさ及び仕様　　※125＊85＊0.8　　黄銅版製　表面透明合成樹脂塗料塗４．施工標識 　　　　　　　　　　
(表9.6.1)(9.6.2)

５．シーリング
材　　種 施工箇所

ＭＳ-2 外部ｻｯｼ枠廻り、ﾎﾟﾘｻﾙﾌｧｲﾄﾞ系
ＳＲ-１　シリコーン系 ガラス

　　　　　　　・行わない・接着性試験　※行う　　（※簡易接着性試験　　・引張接着性試験）

６．ケイ酸質系塗布防水 防水層の種別 ・ C-UI　　　・ C-UP

六郎丸低区配水池　緊急遮断弁室築造工事

13 1

緊急遮断弁室

・断熱材3．断熱材



仕　上 場　所 下　地 場　所 下　地仕　上 仕　上下　地

下　　　地 仕　　　上 Ｈ 柱 梁下　　　地 仕　　　上 下　　　地 仕　　　上 下　　　地 仕　　　上

柱、梁型壁巾木床 天　　井 造　作　材
備　　　　　考

ﾎﾞｯｸｽ ｶ-ﾃﾝ
開口枠
ｻｯｼ額縁

廻　縁

ｶ-ﾃﾝ
ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞ等

階 室名

内部仕上表

外部仕上表

場　所

略　　号

CL
FE
VE
AE
2-UE
2-FUE
EP
G-EP
T-EP
MP
UC

SOPSOP
MRP

ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り
ﾌﾀﾙ酸樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り
塩化ﾋﾞﾆﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り
ｱｸﾘﾙ樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り
2液型ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝｴﾅﾒﾙ塗り
常温乾燥形ふっ素樹脂ｴﾅﾒﾙ塗り

多彩模様塗料塗り
合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝ模様塗料塗り
つや有り合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り
合成樹脂ｴﾏﾙｼｮﾝﾍﾟｲﾝﾄ塗り

ｳﾚﾀﾝ樹脂ﾜﾆｽ塗り

合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り合成樹脂調合ﾍﾟｲﾝﾄ塗り
ﾏﾘﾝﾍﾟｲﾝﾄ

塗装記号 t12.5GB-R:石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　不燃NM-8619

t12.5GB-S:ｼｰｼﾞﾝｸﾞ石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　不燃NM-9346

t9.5GB-D:化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　準不燃QM-9823

t9.5GB-D(不燃):化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ　不燃NM-8613

EP塗　VE塗:不燃NM-8585　準不燃QM-9816

t6 FK:無石綿珪酸ｶﾙｼｳﾑ板　不燃NM-8578

木毛ｾﾒﾝﾄ板:　準不燃QM-9701

防火認定番号 特記事項

1,

2,

ﾗﾜﾝ合板

ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板

ﾒﾗﾐﾝ化粧合板

天然木複合ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

その他木質建材

ｺﾝﾊﾟﾈ(ｺﾝｸﾘｰﾄ型枠合板)

ﾋﾞﾆﾙ床ｼｰﾄ用接着剤

ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

F☆☆☆☆

仕上記号

DR-T

GB-W

GB-S
GB-P
GB-R

FK
DR-凸凹

GB-D

GB-F

PF

GWM
GWB

ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ)

化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(木目)
化粧石膏ﾎﾞｰﾄﾞ(ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ)
ｼｰｼﾞﾝｸﾞ石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
吸音用穴あき石膏ﾎﾞｰﾄﾞ
石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

無石綿ｾﾒﾝﾄ珪酸ｶﾙｼｳﾑ板
ﾛｯｸｳｰﾙ化粧吸音板(ﾘﾌﾞ)

強化石膏ﾎﾞｰﾄﾞ

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温板

ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾏｯﾄ
ｸﾞﾗｽｳｰﾙﾎﾞｰﾄﾞ

木造下地
軽量鉄骨天井下地
軽量鉄骨壁下地
ｺﾝｸﾘｰﾄ下地
ﾓﾙﾀﾙ下地

下地記号 W

C
M

SW
LGS

１階

CC 打放ｼ(B) 防塵塗床 100

C 打放ｼ(B) 防塵塗床 100C、ﾓﾙﾀﾙ 段先端：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器ﾀｲﾙ 150×60

階段手摺：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼製H=950

地下１階

OS 油性ｽﾃｲﾝ塗り
DP 耐候性塗料塗り

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ

壁と同 壁と同 ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

打放ｼ(B) 増打20　防水型複層塗材(RE)

屋根
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押ｴ 

軒先 C

C

C

C

C

外壁

外部巾木

C

C

床

側面

先端
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

外部建具

ﾎﾟｰﾁ

ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器ﾀｲﾙ 150×60

電気室に準ズ
階段および
踊場部

打放ｼ(B) 打放ｼ(C)C

面積(㎡)

床面積表

種　　 　別

建築面積

延床面積

1階　床面積

B1階 床面積

押ｴｺﾝｸﾘｰﾄ

標準詳細 2-02-8 標準詳細 3-01-11

標準詳細 1-01-1

標準詳細 2-11-8

標準詳細 2-11-8

SLより下部：
遮断弁室に準ズ

SLより上部：
電気室に準ズ

ﾎﾟﾝﾌﾟその他機械基礎：

釜場：底面､立上り共　防塵塗床

　天端､側面共　防塵塗床

排水溝､釜場：
　底面､立上り共　防塵塗床

3,

施工に際してはｺﾝｸﾘｰﾄﾉﾛ等が断熱材表面に漏出しないように
　　　　　　　　　　　ﾉﾛ防止ﾃｰﾌﾟ等にて充分に防止する事。

天井断熱材打込

100 壁と同C､打放ｼ(B)C､打放ｼ(B) C+PF板t=25打込内装用薄塗材(E) 内装用薄塗材(E) 壁と同 ｱﾙﾐ額縁

落下防止手摺：溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼製H=1100
　　一部取外し可能式

金ｺﾞﾃ押ｴ　防塵塗床 防塵塗床押ｴｺﾝｸﾘｰﾄ

標準詳細 2-11-8

電気室

標準詳細 2-02-8
標準詳細 7-01-2

壁と同C､打放ｼ(B) C+PF板t=25打込内装用薄塗材(E) 内装用薄塗材(E) 壁と同 ｱﾙﾐ額縁

標準詳細 2-02-8
標準詳細 7-01-2

吹　抜
手動ﾎｲｽﾄ･ﾚｰﾙ共(吊荷重･W=1.5t用)

水勾配100(増打による勾配)

遮断弁室

C

下端水切目地；15×15

ﾄﾞｱ上庇

打放ｼ(C) 増打20　防水型複層塗材(RE)軒裏

樋、ﾙｰﾌﾄﾞﾚｰﾝ
縦樋：塩ﾋﾞ75φ　掴金物sus～＠1000
ﾄﾞﾚｰﾝ：sus製75φ用×2ヶ所

X1 X2

Y1

Y2

B1階 求積図　1:150

A3出力の場合は1:300

6.110

7.
11

0

記号 計算式(m) 面積(㎡)

1 7.110 × 6.110 43.442

 合計面積 43.442

↓

43.44

X1 X2

Y1

Y2

1階 求積図　1:150

A3出力の場合は1:300

4

1.1500.500

1.
15
0

3

4.
26
0

3.
00
0

6.260

2

X1 X2

Y1

Y2

A3出力の場合は1:300

6.260

7.
26
0

記号 計算式(m) 面積(㎡)

5 6.260 × 7.260 45.448

 合計面積 45.448

↓

45.44

記号 計算式(m) 面積(㎡)

2 6.260 × 3.000 18.780

3 4.260 × 1.150 4.899

4 0.500 × 1.150 0.575

 合計面積 24.254

↓

24.25

建築面積 求積図　1:150

B1階 求積表

1階 求積表 建築面積 求積表

43.44

24.25

45.44

67.69

防塵塗床

PF板の規格

ｴﾎﾟｷｼ系塗床とする｡

B類2種とする｡

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

（仕上表、面積救積図）

金ｺﾞﾃ押ｴ　防塵塗床

金ｺﾞﾃ　防塵塗床

1 5

塩ビ系ｼｰﾄ防水（S-M2)

ｱﾙﾐｻｯｼ：（B-2)
AD：ｱﾙﾐ（B-2)

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し

　天端､側面共：防塵塗床
制御盤基礎：

配線ﾋﾟｯﾄ：ﾁｪｯｶｰﾌﾟﾚｰﾄ　t=4.5　溶融亜鉛ﾒｯｷ
　W=300 L=630（取手孔加工）

4, 押えｺﾝｸﾘｰﾄ 溶接金網φ6　100ｘ100施工のこと

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ笠木 塩ビｼｰﾄ防水端部納まり

天端、先端、側面、下端共

打放ｼ(B) 増打20　防水型複層塗材(RE)

打放ｼ(B) 増打20　防水型複層塗材(RE)

C地下外壁 打放ｼ(B) 浸透性塗布防水

打放ｼ(B) 増打20　H=400

13 2



内部　柱、梁、壁の出隅部には10ｘ10の面木のこと1.

2.

防塵塗床

基準ﾚﾍﾞﾙ

柱、梁出隅

凡例 (B1階)

3.

内部　柱、梁、壁の出隅部には10ｘ10の面木のこと1.

2.

防塵塗床

基準ﾚﾍﾞﾙ

柱、梁出隅

3.

凡例 (1階)

床：
押ｴｺﾝｸﾘｰﾄt=200
金ｺﾞﾃ押ｴ防塵塗床

上部：ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ

吹抜 踏面蹴上：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ

段端：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器ﾀｲﾙ
150×60､L=600

1 2 3

階段手摺
H=950溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼製

遮断弁室

R700

UP

1 2 3

4

5

6

7

8

9

10

踏
面
25
0×

12
段

地下1階　平面図　1:30

ﾊﾞﾙﾌﾞ基礎
400×1000×350×4か所

排水溝W=150

排水溝W=150､深50～100

地下1階壁心

地下1階壁心

地下1階壁心

地下1階壁心

11

12

13

14

15

16

17

5

6

7

8

9

10

4

6,260

250 250 900

2,830 2,830600

11
0

800

90
0

35
0

7,
46
0

60
0

2,
00
0

1,
60
0

2,
00
0

6,
91
0

1,
28
0

1,
78
0

3,
68
0

7,
26
0

60
0

1,
78
0

1,
00
0

1,
03
0

3,
00
0

1,
78
0

2,
50
0

60
0

7,
26
0

6,460

350 3505,760

6,260

90
0

5,
08
0

3,
38
0

35
0

35
0

6,
76
0

7,
46
0

25
0

60
7.
9

40
0

1,
12
7.
3

40
0

73
0

40
0

400

6,110

175 175 175 175

7,
11
0

17
5

17
5

1,800

20 20
6,060

6,460

2,1803,280 600

1,5002,930 1,630

3,130

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

（平面詳細図）

17
5

17
5

15
0

20
0

防塵塗床

Y2

Y1

X1 X2 X1 X2

Y2

Y1

電気室

溝W=200

溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼製H=1100
落下防止手摺

排水溝：
ﾊﾞﾙﾌﾞ基礎貫通

床：
押ｴｺﾝｸﾘｰﾄT=150金ｺﾞﾃ押ｴ
防塵塗床

防塵塗床

ﾎﾟｰﾁ床：
ｺﾝ金ｺﾞﾃ押ｴ

3,
00
0

踏
面
25
0×

12
段

先端：
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器ﾀｲﾙ

150ｘ60

550

1,
50
0

300

200 200

４ヶ所

押えｺﾝｸﾘｰﾄ4. 押えｺﾝｸﾘｰﾄ4.

400ｘ1000ｘ350H

釜場400×400､深120

打込排水ﾊﾟｲﾌﾟ

φ50目皿防虫網付

L=700　B1FL-100芯

250 250 900

750

500 500

50
0

35
0

50
0

50
0

50
0

3,2303,030

1,360

40
0

PLﾊﾟｲﾌﾟ 500A 7.5KRF
2F ｽﾃｨﾌﾅｰ付　L=1350

1,
93
0

PLﾊﾟｲﾌﾟ 500A 7.5KRF

2F ｽﾃｨﾌﾅｰ付　L=1350

ｽﾘｰﾌﾞ開口

200ｘ200

1,8001,030

雨水桝
B種300ｘ300

浸透性塗布防水
地下外壁

GL-200まで

床：
押ｴｺﾝｸﾘｰﾄt=100
金ｺﾞﾃ押ｴ防塵塗床

床開口

±0

+100

-200

-100

-200

-400

DN

20
0

97
0

FLを±0 とする

ｴﾎﾟｷｼ防塵塗床とする

溶接金網φ6　100ｘ100施工のこと

B1FLを±0 とする

ｴﾎﾟｷｼ防塵塗床とする

溶接金網φ6　100ｘ100施工のこと

±0

±0

-120

W=200､深50～100
配管下排水溝

ﾊﾞﾙﾌﾞ基礎

40
0

40
0

取外し型手摺

150

10
0

φ350　1FL+2125

13 3

1階　平面図　1:30

+334

+334

+334

+334

亜鉛ﾒｯｷ（ｽﾞﾚ止付）
ﾁｪｯｶｰPL厚4.5

盤基礎：

防塵塗床
ｺﾝｸﾘｰﾄt=300金ｺﾞﾃ押ｴ

2,
08
0



B1FL

B1SL

B1FL

外壁：
打放ｼ(B) 増打20　
防水型複層塗材(RE)

吹抜

柱型：
打放(B)

柱型：
打放(B)
内装用薄塗材(E)

巾木：
防塵塗床H=100

天井：打放(B)

ﾊﾞﾙﾌﾞ基礎：
ｺﾝｸﾘｰﾄt=350金ｺﾞﾃ押ｴ
防塵塗床

床：
押ｴｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押ｴ 

梁型：
打放(B)

床：
押ｴｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押ｴ 
防塵塗床

巾木：
防塵塗床H=100

壁：
打放(B)

1FL 1FL

軒裏、軒先：
打放ｼ(B) 増打20　
防水型複層塗材(RE)

RSL

屋根:

ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押ｴ
水勾配100(増打で勾配)

RSL

外巾木：
打放ｼ(B) 増打20

水
勾
配

B1FL

B1SL

床：
押ｴｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押ｴ 

壁：
打放(B)

1FL

RSL

柱型：
打放(B)内装用薄塗材(E)

外巾木：
打放ｼ(B) 増打20

PF板t=25打込
内装用薄塗材(E)

盤基礎：
ｺﾝｸﾘｰﾄt=300金ｺﾞﾃ押ｴ
防塵塗床

B1FL

柱型：
打放(B)

軒裏、軒先：
打放ｼ(B) 増打20　
防水型複層塗材(RE)

RSL 水
勾
配

巾木：
防塵塗床H=100

床：
押ｴｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押ｴ 
防塵塗床

柱型：
打放(B)
内装用薄塗材(E)

梁型：
打放(B)

天井：打放(B)

巾木：
防塵塗床H=100

外壁：
打放ｼ(B) 増打20　
防水型複層塗材(RE)

庇：(詳細参照)
防水型複層塗材(RE)

1FL

GL

落下防止手摺
溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼製

ﾎﾟｰﾁ床：
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押ｴ

先端：
ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器ﾀｲﾙ150×60

断面図-2　1:30
断面図-1　1:30

A3出力の場合は　1：200

ＫｅｙＰｌａｎ　1：100

断面図-1

断面図-2

電気室

壁：
打放(B)内装用薄塗材(E)

PF板t=25打込
内装用薄塗材(E)

壁：
打放(B)内装用薄塗材(E)

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ

ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ

100 250

7,260

250

545 400 1,127.3 400 730 400 1,477.7 1,680

1,000 720

2,750

20
100

1,
20
0

3
,
5
0
0

3
,
2
5
0

4
0
0 30

0

4
0
0

3
,
1
0
0

500

500

3
,
1
5
0

3
,
5
5
0

1,
30
0

80
0

60
0

60
0

8
0
0

5
0
0

1
0
0

250

3
,
5
0
0

3
,
2
5
0

4
0
0

3
,
1
5
0

3
,
5
5
0

60
0

1,
30
0

6,260

500

1
0
0

30
0

900

2,780

2
,
1
0
0

2,980

920

20
100

60
0

3,030 3,230

500

2,
25
0

2,
25
0

2,080

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

（矩計図）

100

1
5
0

50
0

100

1
,
3
0
0

10
0

50
0

1
5
0

10
0

10
0

天井：
PF板t=25打込

内装用薄塗材(E)

塩ビ系ｼｰﾄ防水（S-M2)
屋根:

水勾配100(増打で勾配)
ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺﾞﾃ押ｴ
塩ビ系ｼｰﾄ防水（S-M2)

Y1 Y2 Y2

Y1

X1 X2

10
0

2
0
0

2
0
0

100

250 100

250250250250

80
0

10
0

1
5
0

排水溝W=200

200

電気室

GL

縦樋
VPφ75

PLﾊﾟｲﾌﾟ 500A 7.5KRF
2F ｽﾃｨﾌﾅｰ付　L=1350

PLﾊﾟｲﾌﾟ 500A 7.5KRF
2F ｽﾃｨﾌﾅｰ付　L=1350

4
0
0

3
,
1
0
0

3
0
0

3
0
0

止水板 FF100ｘ5

浸透性塗布防水
地下外壁

GL-200まで

浸透性塗布防水
地下外壁

GL-200まで

防塵塗床 防塵塗床

ﾁｪｯｶｰPL
亜鉛ﾒｯｷ L=630

5
0

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄｔ＝0.15

捨てコンｔ＝50

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝｼｰﾄｔ＝0.15
再生砕石ｔ＝60

ｱﾙﾐ笠木Ｗ＝225
ｶﾗｰ

ｱﾙﾐ笠木Ｗ＝225
ｶﾗｰ

天井・梁型：
100

X1 X2

天井・梁型：

ｽﾘｰﾌﾞ開口φ350

2
0
0

2
0
0

13 4

GL＝+63.160 GL＝+63.160

500 500

73
4

88
4

88
4 73
4

500A　管中心高さ+60.794500A　管中心高さ+60.794

3
3
4

巾木：
防塵塗床H=100

1
0
0

SOP塗装

SOP塗装

捨てコンｔ＝50

再生砕石ｔ＝100

土工事は、GL+61.942mより下部を建築工事とする
※敷地造成工事：掘削面GL+61.942m



外部巾木:

立 面 仕 上

a

b

d ｺﾝｸﾘｰﾄ金ｺ゛ﾃ押ｴ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B)増打20の上複層塗材(RE)

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B)c

A3出力の場合は　1：100

1FL

RSL

A　面

a

b

a

b

a
a

b

a

b

a

B　面 C　面 D　面

ﾀﾃ樋:塩ﾋﾞ75φ

ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し(B)増打20　H=550

c

d

cc

d

d

立面図　1:50

立面方向図　1：100

A3出力の場合は　1：200

Ｃ面

Ａ面

Ｄ
面

Ｂ
面

e

e
e

e

e

4
0
0

3
,
1
5
0

6,260 7,260 6,260 7,260

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

（立面図）

X1 X2 Y1

Y2

Y1

X1 X2

Y2 X2 X1 Y2 Y1

ｆ 打継目地、化粧目地　PU-2　20ｘ10

ｆｆｆｆ

3
0
0

葉之内13 5

GL＝+63.160



増打　t=20
防水型複層塗材(RE)

外壁:打放し(B)増打　t=20
防水型複層塗材(RE)

庇裏
､見付:打放し(B)　増打　t=20
防水型複層塗材(RE)水切り目地

(
2
0
)

庇　詳細図　1：20

A3出力の場合は　1：40

開口側面
庇側面

開口天端

B1FL

B1SL

B1FL

落下防止手摺
溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼製

1FL 1FL

GL=1SLGL

蹴
上
20
0×

17
段

電気室

踏面250×12段

B1FL

1FL

GL=1SL

B1FL

B1SL

1FL

GL

蹴
上
20
0×

17
段

落下防止手摺
溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼製 取外し型部分

取付PL-9

溶接

下部材
27.2φ×2.0

手摺　42.7φ×3.0

手摺子　21.7φ×2.0～＠200

9
5
0

9
5
0

柱脚PL-9
接着ｱﾝｶｰ
M10×4個

階段手摺詳細図　1:10

（A3出力の場合は　1：20）

段端：ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ磁器ﾀｲﾙ150×60､L=600

支柱 34Φ×2.0

PL-6×90
ﾎﾞﾙﾄ　2-9φ

止材溶接
42.7Φ×3.0×L･10

下部材
27.2φ×2.0

支柱 34Φ×2.0

溶接

取付PL-9

（A3出力の場合は　1：20）

差込ﾎﾟｽﾄ
42.7Φ×3.0

止材溶接
42.7Φ×3.0×L･10

取付PL-9

柱脚PL-9
接着ｱﾝｶｰ
M10×4個

差込ﾎﾟｽﾄ
42.7Φ×3.0

溶接

落下防止手摺詳細図　1:10

階段及び手摺図　1:30 階段及び手摺図　1:30

階段

3

17

4

1

2

3

17

16

15

14

13

12

11

10

9

8

7

6

5

4

2
0

20

1
5

15

1
7
0

2
0

10
0

20 460

480

600

150

250 250

3,
40
0

10
0

10
0

1,
10
0

3
,
1
0
0

4
0
0

7,260

900 3,000 2,860

250

4
0
0

3
,
1
0
0

250

3,
40
0

1,
10
0

1,8002,660 650

250 900

6,260

9
7
5

1
0
0

100

50

30

15
0

100

100

100

9
75

10
0

100

120

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図
（部分詳細図）

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図
（部分詳細図）

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

120

10
0

1
4
0

1
0
0

10
0

15
0

支柱 34Φ×2.0

踏面蹴上：ﾓﾙﾀﾙ金ｺﾞﾃ
防塵塗床

手摺　42.7φ×3.0

手摺子　21.7φ×2.0～＠125

Y1 Y2 X1 X2

250 250

100100 100

10
0

1
0
0

2
0
0

5

6

7

8

9

10

11

13

12

14

15

16

100

100

250250
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下枠:ｽﾃﾝﾚｽ　　額窓付　　額縁

1:50

型　式　個　数

材　料　仕　上

付　属　金　物

把　手　引　手

見　　　　　込

硝　　　　　子

備　　　　　考

姿　　　　　図

記　　　　　号

建具表　　1:50 A3出力の場合は1:100

A3出力の場合は
1:100

ﾚﾊﾞｰﾊﾝﾄﾞﾙ空錠

枠70

1ヶ所

AD-1

FL

CL､DC､丁番､ﾌﾗﾝｽ落し､LH

両開きｱﾙﾐﾌﾗｯｼｭﾄﾞｱ

200×800

電気室入口

NF-6.8

枠70

600

一式、水切

NF-6.8

ｶﾞﾗﾘﾗﾝﾏ付横ｽﾍﾞﾘ出しｱﾙﾐｻｯｼ

枠70

AW-1

600

横ｽﾍﾞﾘ出しｱﾙﾐｻｯｼ

一式、水切

NF-6.8

電気室、吹抜､階段室

枠70

600

横ｽﾍﾞﾘ出しｱﾙﾐｻｯｼ

NF-6.8

電気室、吹抜､階段室

2ヶ所1ヶ所

ｵﾍﾟﾚｰﾀ

AW-2

一式、ｵﾍﾟﾚｰﾀ、水切

AW-3

A3出力の場合は　1：200

AD
1

AW
1

AW
2

AW
2

AW
3

AW

建具配置図　1：100

800

1,600

800

2,
1
00

80
0

1,
30
0

80
0

1,
30
0

80
0

1,
30
0

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

（建具表）

10
0

60
0

60
0

60
0

10
0

60
0

ｱﾙﾐｶﾗｰ(B-2) ｱﾙﾐｶﾗｰ(B-2) ｱﾙﾐｶﾗｰ(B-2) ｱﾙﾐｶﾗｰ(B-2)

60
0

10
0

60
0

1FL 1FL 1FL

ﾌﾛｰﾄ板ｶﾞﾗｽ

型板ｶﾞﾗｽ

網入型板ｶﾞﾗｽ

網入磨き板ｶﾞﾗｽ

ﾄﾞｱｸﾛｰｻﾞｰ

ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締錠

ｼﾘﾝﾀﾞｰ本締表示錠

沓摺

その他付属品

ｽﾃﾝﾚｽ製品

ｽﾃﾝﾚｽ製品

共　通　事　項

建　具　凡　例

F

CL錠

CL錠(表示)

NF

NP

FL

DC

枠70

600

一式、水切

ｱﾙﾐｶﾗｰ(B-2)

1FL

電気室 AW-4 吹抜

60
0

10
0

60
01,

30
0

80
0

1ヶ所 1ヶ所ｶﾞﾗﾘ

-

4

Y2

Y1

X1 X2

額縁 額縁 ｶﾞﾗﾘ部にｽﾃﾝﾚｽ製防虫網　額縁 ｶﾞﾗﾘ部にｽﾃﾝﾚｽ製防虫網　額縁
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鉄筋コンクリート構造配筋標準図　（１）

１．一般事項

２．鉄筋加工、かぶり

３．杭

５．地中梁

６．柱

４．基礎

（１）　構造図面に記載された事項は、本標準図に優先して適用する。

ｈｏ　　部材間の内法高さ

φ　　直径又は丸鋼

Ｒ　　直径

（２）　記号

Ｃ　　中心線ｒ　　半径

Ｓ．ＨＯＯＰ　　補強帯筋ＨＯＯＰ　帯筋ＳＴ　あばら筋

＠　間隔

ｄ　　異形棒鋼の呼び名に用いた数値　　丸鋼では径 Ｄ　部材の成

L ｌｏ　部材の内寸法距離

　　５，　鉄筋径の差が７㎜を超える場合は、圧接としてはならない

　　４，　Ｄ２９以上の異形鉄筋は、原則として、重ね継手としてはならない

　　３，　直径の異なる鉄筋の重ね継手長さは、細い方の鉄筋の継手長さとする

　　２，　継手位置は、応力の小さい位置に設けることを原則とする

　　１，　末端のフックは、定着および重ね継手の長さに含まない

継　　手

（１）　鉄筋末端部の折曲げの形状

（２）　鉄筋中間部の折曲げの形状　　鉄筋折り曲げ角度９０°以下

（３）　鉄筋の定着及び重ね継手長さ

（４）　かぶり厚さ　（単位：㎜）

（６）　鉄筋のフック

（５）　鉄筋のあき

（１）　ＰＣ杭、又はＰＨＣ杭全てに補強を行う

（２）　現場打ちコンクリート杭

（１）　直接基礎

（２）　杭　基　礎

（１）　独立基礎、杭基礎の場合（定着、継手）

（２）　布基礎、べた基礎の場合（定着、継手）

（３）　小規模鉄骨構造の柱脚固定の背筋

（４）　水平ハンチの場合のあばら筋加工要領 （５）　せいの高い梁のあばら筋

（１）　柱主筋の継手 （２）柱主筋の定着

（３）　帯筋

（４）　斜め柱・斜め梁

（５）絞り

折曲げ内法寸法Ｒは、ＳＲ２３５は３ｄ以上、ＳＤ２９５Ａ、ＳＤ２９５Ｂ

ＳＤ３４５のＤ１６以下は、３ｄ以上、Ｄ１９以上は４ｄ以上
※片持スラブ、Ｌ配筋の先端

ャップタイにのみ用いる。
打ち込むＴ形およびＬ形梁のキ
の末端部またはスラブと同時に
折まげ角度９０°はスラブ筋、壁筋

８
ｄ

以
上

d
余
長

余
長余長

ddd
キャップタイ

４ｄ以上鉄筋の予長

図

折曲げ角度 １３５°１８０° ９０°

６ｄ以上（※４ｄ以上） ８ｄ以上（※４ｄ以上）

R
R

R

以下

以上

以下

あ　ば　ら　筋

る区分
鉄筋の径によ

d

R

d

内の寸法（Ｒ）
鉄筋の折曲げ

鉄筋の種類所による呼称
鉄筋の使用箇

図

１９φ～２５φ
Ｄ１９～Ｄ２５

Ｄ２９～Ｄ３８
２８φ～３２φ

１６φ
D16

D16
１９φ

D16
１６φ ３ｄ以上

４ｄ以上

６ｄ以上

８ｄ以上

R

スパイラル筋

ＳＲ２３５、ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５

ＳＲ２３５、ＳＤ２９５Ａ

ＳＤ２９５Ｂ、ＳＤ３４５

下ば筋　（Ｌ３）

一般　　（Ｌ２）

鉄筋の種類

SD295A

SD295B

SD345

普通、軽量コン

クリートの設計

基準強度の範囲

（Ｎ／㎜２）　　　　　　　

21 

21 

一般　　（Ｌ１）

２５ｄ　フックつき

３０ｄ　フックつき

４０ｄ　
３０ｄ　フックつき

３５ｄ　
２５ｄ　フックつき

24　　27

３０ｄ　フックつき
４５ｄ　

４０ｄ　　　24　　27

２５ｄ　フックつき
３５ｄ　

３０ｄ
２０ｄ　フックつき

３５ｄ　

３５ｄ　　　
２５ｄ　フックつき

小　　梁 スラブ

重ね継手の長さ
(L1)

フックありフックなし

４０ｄ

３５ｄ

４５ｄ

４０ｄ

３０ｄ

２５ｄ

３０ｄ

３０ｄ

定　　着　　の　　長　　さ

２０ｄ　

重ね継手（下図のいずれかとする）　　圧接継手

ひびわれ誘発目地部など鉄部のかぶり、

（注）　（１）　耐久性上有効な仕上げのある場合、工事管理者の承認を受けて

ｄ／４以下

ｄ／５以下
dddθ

θ＞８０°

３㎜以下

d
１．４以上

１．１ｄ以上

土に接する部分

土に接しない部分

部　位

約０．５Ｌ１ａ≧４００

L1 L1

圧接面圧接面圧接面

屋　　　内

基　　礎　　・　　擁　　壁

柱・はり・スラブ・耐力壁

擁　　　　　　壁

屋　　　内

耐力壁

はり
柱

非耐力壁
床スラブ

屋根スラブ

50(2)

50(3)

50

70 60(4)

40(4)

40

40(2)(30)

（㎜）（㎜）
最小かぶり厚さ設計かぶり厚さ

30

40(1)

40 30

30(20)

20

　　ガス圧接形状

厚さが部分的に減少する箇所に付いても
最小かぶり厚さを確保する。

　　　　　　　　　３０㎜とすることができる。
　　　　　（２）　耐久性上有効な仕上げのある場合、工事監理者の承認を受けて
　　　　　　　　　４０㎜とすることができる。
　　　　　（３）　コンクリートの品質及び施工方に応じ、工事監理者の承認
　　　　　　　　　を受けて４０㎜とすることができる。
　　　　　（４）　軽量コンクリートの場合は、１０㎜増しの値とする。
　　　　　（５）　（　　）内は仕上げがある場合。
　　　　　　　　　改定により標準かぶり厚さは１０㎜増し

屋　　　外

屋　　　外

梁

柱

d
あき

d

間隔

丸　　　鋼異型鉄筋
あき

間隔

末端にはフックが必要

ｆ，その他、本配筋標準に記載する箇所

ｅ，単純梁の下端筋

ｄ，柱、梁（基礎梁は除く）の出すみ部分の鉄筋（右図参照）

ｃ，煙突の鉄筋ｂ，あばら筋，帯筋ａ，丸鋼

粗骨材の最大寸法の１．２５倍以上かつ２５以上

丸鋼では径、異型鉄筋では呼び名に用いた数値１．５ｄ以上

do do

（ａ－ｆに示す鉄筋の末端部にはフックを付ける。）

図の　　印の鉄筋の重ね継手の

LC

φ
杭間隔は２ｘφかつφ＋１０００以上

へりあき２００以上

破り折り部分

余
盛

コ
ン

ク
リ

ー
ト

１
０
０

以
上

８
０
０
～

１
０

０
０

柱
主

筋
４

０
ｄ

重
ね
継

手

45
d

杭頭処理

D10-@150

10-D168-D1610-D138-D136-D13

６００φ５００φ４５０φ４００φ３００φ、３５０φ

所定より低く止まった場合所定の場所に止まった場合

H O O P

補　強　筋

杭　径

１０ｄ又は重ね継手４０ｄ

１００以上とする
主筋のかぶりは

（各４ヶ所）

フラットバー＠３，０００
スぺーサー

ＨＯＯＰ筋の継手は片側溶接

　　　　ｌ＞φの場合は工事管理者の指示による
但しｌ≦φの場合

φ

基礎下端

基礎下端

3-D16

l

φ
コンクリート止め板

HOOP @150

50

補強筋

φ

コンクリート止め板

HOOP @150

１
．
５

φ
L2L2

CL

LCLC

（両側） （片側）

40d20d

LC

捨フープ

bb

２
０
ｄ
以
上

２
０
ｄ
以
上

かぶり厚さ

Dd

a

４５°

斜め筋　　３－Ｄ１３以上

フック無しフック付

余長４ｄ

D1

ベース筋

※

（継手範囲）

外　端　部

場合上向きとすることができる

※上端筋の定着は、やむを得ない

※

15d15d

外　端　部

L2

L2L2

L1

L2

L2

lo/4 lo/2 lo/4

lo

L2

※※

（継手範囲）

15d

20d20d

内　端　部外　端　部

L1

L2

lo/4 lo/2 lo/4
L2

L2

lo

上端筋継手範囲 下端筋継手範囲 上端筋継手範囲

15d

ジベル）による、おさまりに注意する

地中梁の主筋、スタッドボルト（スタッド

埋込み長さｈ

埋込形

（半固定として行政指導されることもあるので留意すること）

地
中
梁

埋
込
み

長
さ
ｈ

主筋

ベース下の施工を慎重にする

３０～５０
主筋

HO
OP

鉄骨柱Ｄ

地中梁上端筋

ＨＯＯＰ　２－Ｄ１３以上

@1
00

HO
OP

 @
10

0

根巻形 鉄骨柱Ｄ

１５０以上

か
つ

２
Ｄ
以

上

４
０

Ｄ
以
上

か
つ
２
Ｄ

以
上

４
０
Ｄ
以

上

１２５以上

主筋の４０ｄ以上かつ埋込み
形の埋込長さ以上とする
地中梁下下端筋

Ｂ．ＰＬ下端

注）　根巻形柱脚を
　　　　採用する場合

　　　　されたもの。
　　　　注意して設計
　　　　ついて十分に

　　　　には耐力、変
　　　　形、性能などに

※

柱

※　一般のあばら筋と同様のものを２本束ねる

Ｄが１５００を超える場合
ハンチ

D

1

６～８

8d

8d

梁幅 ハンチ 加工要領図

h1
/2
+1
5d
･L
2

目 型

鉄筋のフックは柱頭の四隅の鉄

量ね継手

継手の好ましい位置

１５０以上
L1

ho
/2
+1
5d

ho

L2
L2

ho

ho
/4

ho
/2

 
ho
/4

ho

標
準
１

０
０
０

圧接継手

ho
/4

ho
/2
 

ho
/4

とする

Ｌは中間部５０ｄかつ３００以上

設
計
ピ
ッ
チ
以
下

ｌは片面溶接１Ｕｄ

注１　第１帯筋は、梁づらに入れる

L

日　型

ロ　型

第１帯筋

Ｌは５０Ｄ以上かつ３０ｃｍ以上とする

末端部の根巻は１．５巻以上

4d

5d

2d

l

2d

12d

12d

５以上

１０以上

15d
6d

120

8d

〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃
〃 P

P

ハ　Ｓ型（スパイラル型）ロ　Ｗ型（溶接型）
D

イ　Ｈ型（タガ型）

筋並びに梁の清華小さく、
設計応力に対して必要な定着長
さが不足する箇所に付ける

注２　Ｗ型で現場溶接をする場合は
　　　　主筋の位置をさける
注３　フックおよび継手の位置は、
　　　　交互とする

柱脚で斜材となる柱幅と斜材幅がｊ異る柱幅と斜材（柱又は梁）幅が同一

L2

注２．　①の鉄筋は２－Ｄ１３かつ、２本の一段太い鉄筋とする

L2

注１．　１．５Ｄの範囲の柱の帯筋は一段太いものか、又はダブル巻きとし＠１００以下とする

1.
5D

L2

梁
Ｄ

柱Ｄ

L2

L2

1.
5D

P
P

P
P

P
P

L2

L2

又は同サイズ２本
帯筋より１サイズ太く D

（６）　二段筋の保持

ａ＝１．５ｘ（呼び名の数値）

D

6d L1

15d

L2

40
0

ｅ＞Ｄ／６

10
0

10
0

6d

a
a

a

4d

a

a

a

4d

ｅ≦Ｄ／６

6d

両面溶接５ｄ以上

ａ＝Ｄ１＋２ｄの範囲

ｂの範囲

主筋間隔は２００以下

主筋間隔の１．５倍かつ
３００以下

角形鋼管３Ｄ以上
Ｈ型鋼２．５Ｄ以上

帯　　　　　筋

上記以外の鉄筋

１０ｄ ﾌｯｸつき
１０ｄ　かつ
１５０mm以上

１．５Ｌ１以上

かぶり厚さ

（地震力等の水平力を考慮する必要のある場合は、別途検討すること。）

４５°

15
0

150

（３）　べた基礎

４，　埋戻し上のある場合は４０７０とする

３，　②の鉄筋はＤ１３以上

２，　①の鉄筋はスラブ主筋の径以上とする

　　　但し上端と下筋を読みかえる

１，　耐圧版鉄筋の継手位置は床スラブにならう

配筋は同厚の壁リストにならう

Ｗ１の三角壁厚さは、２００以上又は地中梁幅とし、

梁
幅

Ｈ≦５００は※印筋は不用とする

W1

L2

3-
D1

3

L2

＊
＊

＊

＊ ＊ ＊＊

※印筋はＤ１０－＠２００とする

300

４５°～６０°

２－Ｄ１６以上

L2 L2 L2

≧
１
５
ｄ

L2
 o
r 
L3

70
40

1
a

ハンチを付けた場合（ａ≧３）

L2

（４）　基礎接合部の補強

L

５００＜Ｈ≦１００・Ｈ

３０～５０Ｂ．ＰＬ下端

ＨＯＯＰ　２－Ｄ１３以上

１２５以上

４
０
０
以

上
４
０
０
以
上

1

1

1

1

梁
幅
ハ
ン

チ

※
２
－

Ｄ

2-D

１００以下

１３０°

e

６φ－＠１０００

６φ－＠１０００

2

1

イ

イ の拡大図

柱Ｄ柱Ｄ

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

13

（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造標準配筋図（1））
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　　標準図（１）の２－（３）による。

Ｌ＝鉄筋コンクリート構造配筋

但し、φ≦Ｄ／３とする

（使用するときは、設計者又は工事管理者と打合せのこと）

鉄筋コンクリート構造配筋標準図　（２）

７．大梁、小梁、片持梁

９．壁

８．床板

１０．柱、梁増打ｺﾝｸﾘｰﾄ補強

１２．増築予定

１１．梁貫通孔補強

（１）　定着

（２）　大梁主筋の継手

（３）　あばら筋、腹筋、幅止めの配置

（４）　あばら筋の型

（１）　定着および継手

（２）　屋根スラブの補強

（３）　片持ちスラブ出隅部補強

（４）　床板開口部の補強（開口の径５００程度の場合）

（６）　土間コンクリート

（５）　床板段差

（１）　定着

（３）手摺、パラペット

（２）　スリット部（設計図に記入のあるとき）

（４）　コンクリートブロック帳壁

（２）　梁

（１）　設置可能範囲

（２）　鉄筋標準配筋

（３）既製品

（１）　柱、梁 （２）地中梁 （３）　床版、壁

増築時の鉄筋継手工事を考慮して配置する

将来増築予定のコンクリート間仕打ち部分は、

及び工事監理者と打ち合わせのこと

増打するときは事前に設計者、

を入れる
あばら筋

に必ず入れること。

片
持
梁

折
り

下
げ

平面

L215d L12lo/3

25d

lo

以上又は１８０°フック付とする
こえて中間折り曲げテール長１５０

※　柱幅が大きくて、直線部だけで

C

（梁主筋を折り曲げるとき）
つりあげ筋

ことを原則とする
折り曲げ起点は中心線をこえる

フック付

※

LC

柱幅

柱幅が大きい場合

Ｌ２がとれる場合でも柱中心線を

L

L2

１
５

０
以
上L2

+5
D

L2

L2

L2

L2+5d

lo

20d

L2
+5

d L2

15dlo/4

D

15d

連続端

下向きでもよい
斜めでもよい

20d

25d

15d

lo/6

lo/4

L2

15d

20d

lo
lo/4

LC

補強あばら筋は小梁主筋側

正
面

平面 正面 θ＝４５°

1/2B
1/2B

B

最終端

a

c

b 小梁の定着

大梁

片持梁の定着

　　　　　両側床板付（Ｔ型）梁で　　ｃ　又は　ｂ　とすることができる

（ロ）　フックの位置は　ａ　にあっては交互、　ｂ　似合ってはスラブ側とする。

（イ）　原則として　ａ　のフック先曲げとする。片側床版付（Ｌ型）梁で　ｂ　、

（注、床板がない場合は１３５°以上のフックとする）

鉄筋か、又は、同サイズを２本巻とする
つりあげ筋は、一般のあばら筋より、１サイズ太い

印は幅止め筋

つりあげ筋

第１あばら筋は柱面より配筋する

LC

lo/4 lo/2 lo/4

lo

6d

6d 6d

8d 8d

6d

4d

4d
１
８
０
°
曲
げ

D
4d

4d

Ｄ１０（９φ）＠１０００位内で割り付ける幅止め筋

腹　　筋

（５）　幅止め筋の本数、加工

端部先端

a b c d e

6d

１２００≦Ｄ　　　　　　　　Ｄ１０（９φ）　＠３００以内

　９００≦Ｄ＜１２００　　４－Ｄ１０（９φ）　２段

　６００≦Ｄ＜　９００　　２－Ｄ１０（９φ）　１段

　　　　　　　　　　　　Ｄ＜６００　不要

は継手の好ましい位置

・無筋部分Ｄ１０－＠２００　　長さ８００以上

D

中央

端部

各２－Ｄ１９

各２－Ｄ１３

各２－Ｄ１３

２００＜Ｄ≦３００

１５０＜Ｄ≦２００

Ｄ≦１５０

周囲床板厚さＤ

斜め補強筋

周囲補強筋

一般床版配力筋

補
強
筋

の
定

着

出隅部分の補強筋

（出隅部分補強配筋）

継手位置は原則として下表による。

バーサポート

短辺・長辺方向下端筋

上端筋

注　ｌ１≧ｌ２とする。

端辺方向

長辺方向

60７５～１００L2

25d

l

L1l1/2

l2

l1L3

l2
/2

L1

L1

L1

L1

L1

D13

L1

2D
L1

500500

2D

D13

D

折曲　Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０－＠２００

600

D13

D
D

50

※の箇所（入隅）は各階補強する

・設計配筋間隔の１／２ピッチ　長さ２Ｌ＾ｄ１以上

径でｌ＝１，５００とし、上端筋の下に配筋する

補強筋は各３－Ｄ１３又はスラブ主筋の同一

　　　　を開口をさけて補強する。

　　　　によって切られる鉄筋と同じ鉄筋

　　　　は縦、横、斜補強筋とは別に開口

注）　設備の小開口口が連続してあく場合

中央

端部

各１－Ｄ１３

各２－Ｄ１６

各２－Ｄ１３

斜め

孔と孔のへりあき１００以上

出隅部

出隅受け部

（出隅受け部配筋）

※

標準継手位置

注　ｌ１≧ｌ２とする。

lx/4lxlx/4

CAC lx
/4

lx
/4

ABA Ly

CAC

D13
L2B

B

CA

１
０
ｄ
以
上

１０ｄかつ１５０以上

15d

肩筋Ｄ１３以上

15d

l

l1

l1
/2

l2

l1/2

D13

L1

D13

2L1
Ｄ
以
下

Ｄ
以

下

D
D

D16
L1

Ｄ
≦
Ｈ
≦
２
Ｄ

2D

L1

Ｄ１０－＠１５０

500500
D16

L1

Ｄ
≦

Ｈ
≦
２

Ｄ

2D D16

L1

１２００ｘ６００以下

250

L3

20
0

L1（７）　釜場

（８）　打継ぎ補強（ダメ穴打継面について）

a

b

L1

D13

L1

Ｄ１３－２００＠タ゛フ゛ル

Ｄ１０－１５０＠

２－Ｄ１６

300

２－Ｄ１６

イ

イ

一本目を配置する。

Ｌ２かつ柱中心線を越える

L2

L2

L2
L2

D131000

1000

D13

L2L2

（非耐力壁とスラブが取り合う場合）

縦筋は、柱面に

スラブに上端筋がない場合スラブに上端筋がある場合

を
超
え

る

配置する。

梁、又は床面に一段目を

横筋の配置は上下端とも

Ｌ
２
か
つ

中
心

線

L$
2

a
L2

L2

１５０程度

L2 受筋Ｄ１０

受筋Ｄ１０D13

D13

L2

L2

L2

シングル配筋

L2L2

L2

１
５

０
程
度

Ｗ≦Ｄ／６、Ｗｔ／２かつ７ｃｍ
り厚さ以上とする。
２－（４）がかぶり厚さの表、最小かぶ
スリット部の鉄筋の被り厚さは

　　　　部分スリットの場合
柱

D

250 250

DIC@400

D10-200@

D10-@200ﾀﾞﾌﾞﾙ
D10-@200ﾀﾞﾌﾞﾙ

　設計図による）
（但し、Ｈ＞８００以上の場合、

D13

H

１
０

０
以
下

L1

H

D13

L1

L2

D13
L2

ｔは階高の１／１００程度

Wt
W

t

注）　ｈｏ≦２５ｔかつ３５００以下とする。但し直交方向２５ｔ以内に壁、又は柱がある場合は除く

D10-@600
D10-@400

D13

D13

注）　継手部は必ずモルタルをてん充すること

注）　ｈはコンクリートブロック段数調節寸法とする。但し、２００≦ｈ≦４００

L2L2

t

D13

D10-@600
D10-@400

L1

ho

L1

L2L2

D13

L2L2

L1

t

ho

L1

D10

h

L2L2

※柱と同径、同ピッチとする。

ハッチ部の面積Ａ㎝２

印は補強筋ハッチ部分は増打コンクリートを示す。

補強縦筋

ａ及びａ≦２００
a300

30
0 ※ B

※

a

3-D16 4-D16 6-D16

Ａ＜500

・　補強筋は、張主筋の１段落し径（Ｄ１６

・　ハッチ部分は増打コンクリートを示す。
　　　増打コンクリート補強と同様とする。
・　梁下端増打コンクリートの場合も上端
・　ａは１００～２００程度。
・　Ｄ≧４００の場合は補強筋を３本とする。
・　腹筋Ｄ１０ピッチは、梁の腹筋と合わせる。
　　　とする。
・　あばら補強筋は、梁と同径、同ピッチ
　　　以上）とする。

あ
ば
ら

補
強
筋

巾止メ筋 補強筋

補強筋 補強筋
あばら補強筋

D10

D

a300

a
30
0

　　　らなくて良い。
　　　記の位置、寸法によ
　　　確認された場合は右
※　部分については計算で

定着長さのとり方
孔補強の有効範囲と

φ＞２５０

φφ

下 縦筋　　ＳＴ２－Ｄ１３　　　　　
上

横　　筋　　２－（２－Ｄ１３）　　　横　　筋　　２－（２－Ｄ１３）　　　

縦　　筋　　ＳＴ２－Ｄ１３－１００＠縦　　筋　　ＳＴ２－Ｄ１３－１００＠縦　　筋　　ＳＴ２－Ｄ１３　　　　　

斜　　筋　　４－（２－Ｄ１３）　　　折　　筋　　２－（２－Ｄ１３）　　　折　　筋　　２－（２－Ｄ１３）　　　

１５０≦φ≦２５０　　　　　　　　１００≦φ≦１５０　　　　　　　　８０≦φ≦１００　　　　　　　　　

せのこと。
場合は設計者又は工事管理者と打合
梁貫通孔が連続して間隔等が取れない

プレート型金網型パイプ型リング型

φ

望ましい範囲

梁端部（スパンｌ／１０以内かつ２Ｄ以内）はさける

（φ１＋φ２）ｘ３／２以上

lo/4

DD/3
φ１ φ２

２
５
０

以
上

※
※

２φ２φ

Dφ

２
５
０

以
上

４５°

L2

L2
L2

D13

D13

D13

50

≧
Ｌ
１

lo

lo/4

　　　読みかえる
　　　２－Ｄ１３は３－Ｄ１３と、各々
　　　補強筋でＤ１３はＤ１６又は、
・　梁幅が４００を超える場合は

幅止め筋

腹筋

L2+5d

一般階

最上階

a b片持ち床スラブ 一般床スラブ

a

b 間仕切壁との交差部

軽作業の土間

イ は壁配筋と同じ

a

c

d

b 柱に（平面図）梁に

床に

壁と壁（平面図）

タ゛フ゛ル配筋

１
５
０
以

上

１２０以上

D13 D13 L2 2-D132-D13

手摺 パラペット

一般の場合 下部防水立上りのある場合

500≦Ａ＜1000 1000≦Ａ＜1500

≧Ｌ１

≧Ｌ１

≧Ｌ１

50 50

50

50

L2

≧
Ｌ

１

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局
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（鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ構造標準配筋図（2））
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支持地盤

直接基礎（べた基礎）

：基礎底、　　　１００kN/m（長期）2

使用材料

X1

Y1

１階梁伏図　1:50
6,260

X2

6,460

7
,
2
6
0

Y2

7
,
4
6
0

4
,
2
60

3,
0
0
0

X1

Y1

6,260

X2

6,460

7
,
2
6
0

Y2

7
,
4
6
0

3,030 3,230

X1

Y1

6,260

X2

6,460

7
,
2
60

Y2

7
,
4
60

3,030 3,230

UP

許容支持力度

1G1

1G1

1
G2

1
G2

RS1 RS1

CS1

C
S
1B2

C1 C1

C1 C1

C1 C1

C1 C1

C1 C1

C1
C1

EW35

EW35

E
W
3
5

E
W
3
5

FS2

FS2

FS
2

F
S
2

B1G1

B1G1

B1
G
2

B
1G
2

FS1

Ｎ　　　値
土

質

区

分

100 20 30 40 50 60

表土

(m)

深

度

(m)

層

厚

  1

  2

  3

  4

  5

  6

  7

  8

  9

 10

(m)

標

尺

ボ－リング孔　No.1

250

31

500

54

91

0.200.20

4.80 5.00 玉石混じり砂礫

＋62.20m
＋62.200

GL＝＋63.294

1
,
0
9
4

2
,
6
5
6

3
,
7
5
0

B2

RS1

RS1B1

B3

S1

S1

CS3

：玉石混じり砂礫層（ＧＬ－３．７５０ｍ近辺）

：ＧＬ－３．７５ｍ（基礎底）

Ｒ階梁伏図　1:50

Ｂ１階梁伏図　1:50

RG1

RG
2

RG1

R
G
2

B
1

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

（伏　図））

1
0
0

1
0
0

100 100

100100

1
0
0

1
0
0

100 100

10
0

1
0
0

CS1

C
S1

C
S
2

2,
0
8
0

コンクリート

鉄　筋

１Ｆ腰～ＲＦ床：Ｆｃ　２１N/mm2 
地階床～１Ｆ床：Ｆｃ　２１N/mm2 

Ｄ１０～Ｄ１６　　：ＳＤ２９５Ａ：地階～Ｒ階

Ｄ１９～Ｄ２５　　：ＳＤ３４５　：地階～Ｒ階
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,
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3
,
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7,260

7,460

4,2603,000

Y2 Y1

X2軸組図　1:50

1G1

1G1

1G2

1G2

B1G1

B1G1 B1G2

B1G2

1C1 1C1 1C1 1C1

1C1 1C1 1C1
1C1

B1C1 B1C1 B1C1 B1C1

B1C1
B1C1 B1C1 B1C1

EW35
EW35

EW35 EW35

W20

W20

EW20

EW20

RG1 RG2

RG2
RG1

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

（軸組図）
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４
０

小 梁 断 面 リ ス ト S=1/30

大 梁 断 面 リ ス ト S=1/30 特記なき場合　　１．巾止ﾒ筋　D10-@1000

符　号

位　置

 Ｒ階

Ｂ×Ｄ

上端筋

下端筋

肋　筋

腹　筋

符　号

位　置

中央

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

 １階

Ｂ×Ｄ

上端筋

下端筋

肋　筋

腹　筋

符　号

位　置 中央

腹　筋

肋　筋

下端筋

上端筋

Ｂ×Ｄ

中央

3-D22 3-D22

3-D223-D22

1G1 1G2

中央 中央

B1G1

中央

端部 端部

端部 端部

端部 端部

-D16@200 -D16@200

-D13@200 -D13@200

腹　筋

肋　筋

下端筋

上端筋

Ｂ×Ｄ

位　置

符　号

全断面

B1 B2 B3

3-D22

3-D22

-D10@200

特記なき場合　　１．巾止ﾒ筋　D10-@1000

符　号

Ｂ×Ｄ

主　筋

HOOP

柱 断 面 リ ス ト
特記なき場合　　１．HOOP(仕口内):D10-@150

-D13@100

1C1

-D13@100

B1C1

符　号 壁　厚 位　置 縦　　　　　　筋 横　　　　　　筋
開口部補強筋

斜 め 筋縦・横 筋

曲げ補強筋

交 差 部 端 部

※ 鉄筋の継手はすべて重ね継手(４０ｄ)とする。巾止筋はＤ１０－＠１,０００とする。

備　　　考

外 側

内 側

Ｄ１０ － ＠１５０

Ｄ１０ － ＠１５０

Ｄ１０ － ＠１５０

Ｄ１０ － ＠１５０
４－Ｄ１３

壁リスト

３５０
外 側

内 側 Ｄ１６ － ＠２００

Ｄ１６ － ＠２００

Ｄ１６ － ＠２００
４－Ｄ１９

２ｘ２－Ｄ１３

２ｘ２－Ｄ１９

２ｘ２－Ｄ１３

２ｘ２－Ｄ１９

壁鉄筋かぶり厚標準図

４０

４
０
ｄ

４
０
ｄ

４
０

ｄ

４０ｄ

２ｘ１－Ｄ１３

ｄ：鉄筋径

Ｄ

１階

外部 内部 内部

Ｄ

外部

５０ ５０

斜め筋 ２ｘ１－Ｄ１３

＊開口面積 A=0.04m2以下は補強筋は不用とする。

Ｄ ＝ ３５０

地階地中壁

２ｘ２－Ｄ１３

２ｘ２－Ｄ１３

タテ・ヨコ筋 ２ｘ２－Ｄ１３

550×550 550×550

ＥＷ３５

２００

Ｄ ＝ ２００

壁開口部補強要領（Ｗ２０）

1-D13

D10@200

〃〃〃〃〃〃

〃
〃

〃
〃

〃
〃

〃

階段配筋詳細図 S=1/30

L1 階段

900

1-D13

底版配筋詳細図 S=1/30 S=1/30機械基礎配筋要領図

※

※

.Ｄ１３－＠２００

ＦＳ１

※ 巾止筋はＤ１３－＠１,０００とする。

D16

Ｄ１６ － ＠２００

ＦＳ２

ＥＷ３５

Ｗ２０

ＥＷ２０

 B1階

S=1/30
※　D16以上の腹筋は壁筋と同等の定着とする。

は寄筋を示す。

18-D22 18-D22

Y

X

符号 版厚
主筋方向

全断面 全断面

配力筋方向
備考

上端筋

下端筋

上端筋

下端筋
CS1

RS1 150

150

モチアミ配筋
上端筋

下端筋

片持ちスラブ
上端筋

下端筋

S1

CS2

200
Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

Ｄ１３－＠２００

モチアミ配筋上端筋

下端筋

符号 版厚
全断面 全断面

備考

FS1

主筋方向（Ｘ方向） 配力筋方向（Ｙ方向）

Ｄ１０Ｄ１３－＠２００ Ｄ１０Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０－＠２００ Ｄ１０－＠２００

Ｄ１０Ｄ１３－＠２００ Ｄ１０Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０－＠２００ Ｄ１０－＠２００

150

～180

Ｄ１０Ｄ１３－＠２００ Ｄ１０Ｄ１３－＠２００

Ｄ１０－＠２００ Ｄ１０－＠２００

片持ちスラブ

スラブリスト

上端筋

下端筋
FS2

モチアミ配筋

片持ち

◇ 定着長

◇ 表示記号

記号

異形鉄筋

使用鉄筋

Ｄ１０ Ｄ１３ Ｄ１６ Ｄ１９ Ｄ２２ Ｄ２５

Ｄ１９～Ｄ２５   ＳＤ３４５

◇ 鉄筋の継ぎ手

重ね継ぎ手を標準とする。ただし、D19以上は圧接継ぎ手とする。

特記なき限り平成16年度　公共建築工事標準仕様書（公共建築協会）を参照する事。

Ｄ１０～Ｄ１６   ＳＤ２９５Ａ

5
0
0

400

D22

50
0

50
0

7
0
0

350

7
5
0

350

4-D224-D22

4/2-D22 4/2-D22

-D13@200

4-D10

350×750

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

350×700

-D13@200

4-D10

350×750 350×750

7
5
0

7
50

350 350

4-D16 4-D16

250

2
0
0

2
0
0

600

60
0

600

60
0

6
0
0

300

300×600 400×650

6
5
0

400

端部 中央

4-D25

4-D25

4-D25

4/2-D25

-D13@200

6

5

6

5

350×500 350×500

350×750

4-D132-D10 2-D10

モチアミ配筋
上端筋

下端筋
200

Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１３－＠１５０

Ｄ１３－＠１５０

端部 中央

75
0

350

-D13@200

3-D25

3-D25

3-D25

3/2-D25

CS3

500

500

Ｄ２２－＠２００

Ｄ２２－＠２００

Ｄ２２－＠２００

Ｄ２２－＠２００

Ｄ２２－＠２００

Ｄ２２－＠２００

Ｄ２２－＠２００

Ｄ２２－＠２００

D22@200

D22

D25 D22@200

2-D25

2-D25 2-D25

2-D25 2-D25

2-D25

2-D25

2-D25

RG1 RG2

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

緊急遮断弁室一般図
（部材リスト）

B1G2

４０

２－Ｄ１３

350 350

5
0

1
0
0

1
00

5
0捨コン

砕石

モチアミ配筋

35d

150

15
0

L2

鉄筋かぶり厚標準図 梁鉄筋かぶり厚標準図

スラブ鉄筋かぶり厚標準図

Ｒ階

Ｄ＝１５０

４
０

４０

４０

４
０

４０

４０

４
０

３０

３０

3－D16

．D10－@200

梁フカシ配筋要領

４
５

５

（
３

５
ｄ

）

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ配筋要領

150 D10@200ﾁﾄﾞﾘ

2-D13

3-D13

3
0
0

20

350
35d
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印は,鉄筋定着位置を示す｡

印は,ガス圧接位置を示す｡

共通事項(特記外)

◇

◇

◇

1FL
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X1軸組図　1:50
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)
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7
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7
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(
3
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(
4
0
d
)

8
8
0

100 500 1005001,565 3,130 1,565

4-D22

2-D22

4-D22

2-D22

4-D22

4-D22 4-D224-D22

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

3-D22

2-D16

STP □-D13-@200

STP □-D13-@200

STP □-D16-@200

１Ｇ２

50
0

9
5
0

2-D22

6-D22

2-D22

6-D22

H
O
O
P
 
□

-
D
1
3
-
@
1
0
0

2-D22

6-D22

2-D22

6-D22

H
O
O
P
 
□

-
D
1
3
-
@
1
0
0

H
O
O
P
 
□

-
D
1
3
-
@
1
0
0

H
O
O
P
 
□

-
D
1
3
-
@
1
0
0

１Ｃ１ １Ｃ１

B1Ｃ１ B1Ｃ１

2-D25 2-D25

2-D25 2-D26 2-D25

2-D25

図　示

工事箇所

図面番号

工 事 名

図 面 名

年 月 日

尺 度 葉之内

六郎丸低区配水池築造工事

魚津市　六郎丸　地内

緊急遮断弁室一般図

平成 26 年 3 月

魚 津 市 上 下 水 道 局

（ラーメン配筋図）

ＲＧ２
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(
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d
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アンカーボルト

　2-M20,L=500
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ﾎｲｽﾄﾚｰﾙ取付詳細
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